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目的： 

詳細調査環境測定における揮発性有機化合物（VOC）とガス状汚染物質の測定結果の記述統計を行うとともに、ランダムフォレ

スト解析による予測モデルの構築と予測因子の探索を行う。 

 

方法： 

詳細調査参加者の家庭を 1.5 歳と 3 歳の 2 回訪問し、拡散サンプラーを用いて室内・屋外の VOC とガス状汚染物質を捕集、測

定する。濃度は 7 日間の時間加重平均として算出する。拡散サンプラーは、液体クロマトグラフ=フォトダイオードアレイ検出器ま

たはガスクロマトグラフ=質量分析計を用いて分析した。 

 

結果： 

VOC濃度は室内が屋外よりも高かった。室内濃度が最も高い VOCはアセトアルデヒドであった。続いて、トルエン、ホルムアルデ

ヒドが高かった。二酸化窒素（NO2）は室内が高く、二酸化硫黄（SO2）とオゾン（O3）は屋外が高かった。ランダムフォレスト解析に

よる予測モデルの決定係数（R2)は 0.34–0.76 であり、従来の線形回帰モデルを大きく上回った。室内 VOC 及びガス状汚染物質

濃度の主な予測因子は、屋外濃度、室内・屋外温度、湿度、月、窓の開放時間、石油ヒーター使用時間及び築年数であった。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

本研究では、VOC9 種とガス状汚染物質 3 種を約 5000 家庭で、約 1.5 年間隔で 2 回測定した。すべての VOC と NO2 は室内発

生源が示唆された。一方、SO2 と O3 は主に屋外から室内に移行したと考えられた。ランダムフォレスト解析は、非線形的な関係

についても解析可能であり、線形回帰モデルより精度の良い予測が可能であった。屋外濃度低下や室内発生源（石油ヒーターな

ど）の除去が室内 VOC 及びガス状汚染物質濃度の低下に重要であることが示唆された。本研究では、多数の揮発性・ガス状物

質のうち 12 種しか測定していない。また、物質によっては予測モデルの精度が悪く、必要な変数が得られていないことも限界の

一つである。 

 

結論： 

トルエン、ホルムアルデヒド及びアセトアルデヒドが主要な室内 VOC であった。屋外濃度、室内・屋外温度、湿度、採取月、窓の

開放時間、石油ヒーター使用時間及び築年数が、室内 VOC及びガス状汚染物質濃度の主要な予測因子であった。 

 


